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広島県内の新型コロナウイルス感染状況 

（2020 年 9月 28 日現在：広島県発表） 

9 月に入り広島県内ののべ感染者数はほぼ横ばいの状況が続いていましたが、下旬より再び急激な感染

者の増加が見られます。改めて、日常生活の中で非顕性感染者と接触している可能性があることを、我々

医療従事者はより強く意識する必要があるでしょう。 

これから乾期に入り、感染者が増える恐れがあります。接触者確認アプリ等を活用し、感染拡大防止に

取り組みましょう。 

・【厚労省】新型コロナウイルス接触確認アプリ COCOA（COVID-19 Contact Confirming Application） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html 

・【広島県】広島コロナお知らせ QR 

  https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/2019-ncov/ncov-qr.html 

 

 

唾液を用いた PCR検査や抗原検査における検体採取や検査の注意点 

上記に関して、日本臨床衛生検査学会、日本臨床検査医学会、日本臨床微生物学会、日本感染症学会の 4

学会合同ワーキンググループよりお知らせが出ております。関係各位はご参照ください。 

http://www.jamt.or.jp/covid-

19/docs/20200910%E5%94%BE%E6%B6%B2%E6%A4%9C%E4%BD%93%E6%A4%9C%E6%9F%BB%E6%9C%80%E7%B5%82%E

7%89%88.pdf 

編集・発行 一般社団法人広島県臨床検査技師会 

事務所 FAX  082-502-6031 

発行日 令和 2（2020）年 9月 30日 

日 

広島市 319 尾道市 5 三原市 2

福山市 75 庄原市 4 坂町 1

三次市 45 府中市 4 江田島市 1

呉氏 43 東広島市 4 大崎上島町 1

廿日市市 10 海田町 3 安芸郡 1

府中町 8 熊野町 3 （非公表） 3 計 532
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「広島県新型コロナウイルス感染症に係るＰＣＲ

検査調整会議」から検査（核酸増幅法及び抗原検

査法）を実施するに当たっての留意事項が示され

たのでお知らせします。 

《留意事項》  

・検出試薬・キット等（体外診断用医薬品）は，

添付文書に従い，適正に使用すること。 

・検査の手順に問題がない場合においても，感

度・特異度ともに 100％の検査はあり得ないこと

及び無症状の場合を含め検査前確率が低い場合に

は陽性的中率が低くなることに鑑み，検査結果の

判定に迷った場合には，再検査（核酸増幅法（Ｒ

Ｔ-ＰＣＲ法））を検討すること。  

・検査全般に関して，上記会議宛てメール

（hcdc@pref.hiroshima.lg.jp）により相談するこ

とが可能であること。  

（広島県健康福祉局） 

 

 

会報 Vol.49 No2 の学術部門員 臨床微生物部門の掲載漏れについて 

2020 年 8 月発行の会報 Vol.49 No2 学術部門員の紹介（Ｐ５７）において、臨床微生物部門の 

掲載漏れがありましたので、お詫び申し上げます。 

【臨床微生物部門】   

業務担当 氏名 所属 

部門長 池部晃司 厚生連廣島総合病院 

会計担当 須々井尚子 市立三次中央病院 

部門員 辻隆弘 庄原赤十字病院 

部門員 奥田立子 済生会広島病院 

部門員 吉田知子 地方独立行政法人広島市立病院機構広島市立安佐市民病院 

部門員 木場由美子 広島大学病院 

部門員 磯崎綱次 福山市民病院 

部門員 山本望 呉市医師会臨床検査センター 

部門員 荒木裕美 広島赤十字・原爆病院 

部門員 野田紗緒里 広島市医師会臨床検査センター 

部門員 津田真莉子 地方行政法人労働者健康安全機構中国労災病院 

部門員 西村多茉美 地方独立行政法人広島市立病院機構広島市立広島市民病院 

部門員 今村誠志 社会医療法人社団陽正会寺岡記念病院 

 

 

 

 

 

 

会報修正 

新型コロナウイルス検査の精度管理について（通知） 
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「日本臨床衛生検査技師会 令和元年度 日臨技学術奨励賞 特別奨励賞」を広臨技の会員の方が授賞されまし

たのでご報告いたします。 

【論文名】 

「MMSEと時計描画テストのスコアリングは認知症

診断精度を向上させる」 

 

【受賞者】 

医療法人翠清会 翠清会梶川病院  

臨床検査部 西野真佐美 

 

【受賞者コメント】 

この度、第 69 回日本医学検査学会におきまして、

「日臨技学術奨励賞 特別奨励賞」を受賞いたしま

した。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため表彰式は中

止となりましたが、当院のスタッフや全国の認知症

分野に関わる皆様のご指導により、このような賞を

いただくことができ大変感謝しております。 

今後ともより良い検査を患者さんに提供できるよ

う、この度の経験を活かし日々精進していきたいと

思います。 

 

 

（特別奨励賞の対象と選考基準) 

特別奨励賞は、満 35 歳以下の正会員による学術成

果を対象とし、表彰日前年 にこの法人が開催した

日本医学検査学会に発表された演題もしくは、表彰

日前年のこの法 人の会誌「医学検査」に掲載され

た論文で、独創的かつ将来性があると認められるも

のに対する表彰とする。

 

 

 

2020 年 9月 10 日（木）に 2020 年度第一回生涯教育

講座が行われました。今年度の研修会は、新型コロ

ナウイルス感染症防止のため中止や延期となってき

ました。その中、今回の生涯教育講座は TKPガーデ

ンシティ広島駅前大橋での現地会場による講義と

Cisco Webex を使用したオンラインによる Live 配信

の形式がとられました。広島県臨床検査技師会とし

ては初めての Webex を使用したオンライン研修会と

なるため、ドコモのスタッフによる Webex のテスト

も行われ、いつもの研修会の会場準備とは少し違う

配線やスピーカ

ー・音響チェック

などが入念に行わ

れていました。さ

らに、現地会場で

は聴講される方の

マスク着用ならび

に入室時の手指消

毒・検温と感染対策が行われたうえでの研修会とな

り、これからの研修会の在り方を見せていただきま

した。 

今回の生涯教育講座は「薬剤師×アスリートの視

点から見たアンチドーピング」と題して広島ドラゴ

ンフライズアンバサダーの岡崎修司先生によるご講

演でした。岡崎先生は薬剤師でありながら広島ドラ

ゴンフライズの選手としてご活躍し、現在はアンバ

サダーという形で広島ドラゴンフライズにご貢献さ

れております。そのため、スポーツ選手としての観

点はもちろん薬剤師としての観点からもドーピング

について話して頂きました。選手として在籍してい

た時のお話として、実際にチーム全体でドーピング

検査を受けた時のエピソードを聞かせていただきま

した。尿が出るまで拘束されてしまうという環境で

緊張する選手もいたとのことでした。海外では、活

躍したい・金メダルをとりたいという気持ちからド

ーピングに手をだしてしまうというスポーツ選手も

少なくはないようで、アスリートの気持ちは分かる

けどもドーピングはダメだと啓発活動を行っていそ

うです。日本では、「うっかりドーピング」が多い

といわれています。うっかりドーピングとは市販の

風邪薬やサプリメント・病気の治療薬などに禁止薬

物が含有されており、結果的にドーピング違反とな

ったことをいいます。インターネットを使用してす

ぐに調べられる時代だからこそ、アスリートの方々

はネット上に書かれてある「ドーピングにならな

い・安全です」といった文言を信用して、服用して

しまいます。しかし、その言葉は実際に「禁止薬物

が含有されていない」と立証できていないものも多

いようで、アスリートの方々がうっかりドーピング

にならない環境づくりが必要とのことです。 

2020年度第 1回広臨技生涯教育講座(報告) 

 

日臨技学術特別奨励賞 
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検査の繋がりとして興味深かった話は、薬物を調

べる検査の感度が高くなってきていて、今まで陽性

とならなかった医薬品やサプリメントが陽性となっ

てしまったケースもあるそうです。そのため、過去

に陽性となっていないものだから安全ですと言える

わけではなく、含有物質や現在の検査状況をしっか

り把握して相談できる存在が必要です。その点、広

島ドラゴンフライズは薬剤師である岡崎先生という

相談窓口があることが選手にとって強みでしかない

なと感じました。 

岡崎先生の言葉ですごく印象に残っているのは、

ご講演終了後の質問で薬剤師とアスリートの文武両

道についての苦労を聞かれた際に「大事なのはやり

たいという意思と時間管理である。」と涼しい顔と

爽やかな声で仰っていました。これまでの多くの実

績や経験の裏で、どれだけの努力を積み重ねればこ

の重みのある言葉をさらっと一言で言えるのだろう

か。そんなことを考えると、全身に鳥肌が立ってい

ました。おそらく、この言葉は文武両道だけじゃな

く全ての事象に当てはまるフレーズで、これからの

人生で実績や経験を積み上げていきたい若輩者には

心に刺さる一言でした。私もいつかこの言葉をさら

っと清涼感溢れるソーダのような顔で言うために、

努力をしていきたいと感じました。 

今回の生涯教育講座は Live 配信も行われたた

め、Live 配信聴講者に感想を伺ったところ「Webex

のシステム音などが聞こえすぎる箇所はあるが、司

会者や講師の声は聞こえやすかった。」と言われて

いました。広島県臨床検査技師会としては初めての

Webex を使用した研修会であったため、生涯教育委

員の皆様は準備で大変ご苦労されたと聞きました。

研修会終了後には、マスクで隠れてはいますが委員

の皆様の安堵した笑顔が見えたような気がしまし

た。今後、研修会を行っていくうえでの礎となる素

晴らしい研修会でした。 

講師をしていただき、ご講演前後でご質問に答え

てくださった岡崎先生はもちろんのこと取材を快諾

してくださった生涯教育委員のみなさまに感謝申し

上げます。 

（広報部 村田 竜也） 

 

 

 

 

 「細胞検査士 1 次試験に向けた基礎知識研修会～

技術・呼吸器・体腔液・その他 編～」 

●時間 10 月 10 日（土） 13:00～17:00 

●開催方法 オンライン開催（Webex 使用） 

●演題 

 試験概要 平田 千絢（広島赤十字・原爆病院） 

 技術   門田 有紗 技師（中国中央病院） 

 呼吸器  森 智紀 技師（三原医師会病院） 

 体腔液・その他 金光 寛樹 技師（三原赤十字

病院） 

●申し込み方法 

①広臨技ホームページの会員メニューからログイン 

②イベントカレンダー「細胞検査士 1 次試験に向け

た基礎知識研修会」 

をクリックし会員番号と所属施設を入力し予約ボタ

ンを押してください。 

氏名とメールアドレスは自動登録されるため表示さ

れません。 

URL：https://www.hiroringi.or.jp/ 

※本研修会に参加するには広臨技ウエブサイトの会

員登録が必須です。 

●申し込み期限    10 月 7 日（水） 

●問い合わせ  

広島赤十字・原爆病院 病理 永崎 裕志 

      TEL:082−241−3111（内線:7218） 

※登録後、研修会当日まで再度ご案内メールを送信

いたします

 

 

 

病理細胞部門 web研修会（※事前登録制） 
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この度、令和 2 年度生涯教育講座では、Web 配信

に伴い受講者を再募集することになりました。生涯

教育講座は多方面にわたる内容となっており、各分

野における専門の先生に講師をお願いし、わかりや

すく解説していただきます。修了証書の取得を目指

す方は、ぜひご参加ください。（日臨技の各種認定

試験の受験資格には修了証書が必要です。） 

 

１．生涯教育講座予定 （基礎：20 点） 

第 1 回 「薬剤師×アスリートの視点からみたアンチ

ドーピング」 

広島ドラゴンフライズ アンバサダー  

岡崎 修司 先生   ※終了しました。 

第 2 回 「海洋植物プランクトンに感染するウイル

スの生態（仮）」 

瀬戸内海区水産研究所 環境保全センター 

主任 外丸 裕司 先生 

第 3 回 「科学捜査研究所（科捜研）ってなに？」 

広島県警察本部 刑事部科学捜査研究所 

研究員 佐々木 隆弘 先生 

第 4 回 「東洋医学について（鍼、灸、経穴など）

（仮）」 

朝日医療専門学校 鍼灸学科長  

相川 貴裕 先生 

 

2．日時：受講者の方は、登録地区に関わらずすべ

ての開催日時に聴講することが可能です。 

 Web 配信（Live） 

18：30～19：30* 

Web 配信（録画**） 

18：45～19：45* 

第 1 回 9 月 10 日（木） 9 月 24 日（木） 

第 2 回 11 月 12 日（木） 11 月 26 日（木） 

第 3 回 1 月 14 日（木） 1 月 28 日（木） 

第 4 回 2 月 2 日（火） 3 月 4 日（木） 

*講師により講演時間が短くなる場合や延長する場合もあ

りますのでご了承ください。 

**都合により Live 配信に変更する場合もありますのでご

了承ください。 

3．受講方法 ： 

Cisco Webex Meeting を用いた配信となりま

す。受講者の方は、事前に下記のリンクからア

プリをインストールしてください。URL: 

https://www.webex.com/ja/downloads.html 

講座開催日の前日までに、生涯教育委員会から

招待メールを受講者へ送信しますので、指定の

URL からご参加ください。 

ce-e-zine@hiroringi.or.jp と

webex1@hiroringi.or.jp からのメールが受信で

きるようにアドレスの登録をお願い致します。 

 

4．受講料：無料 

5．申し込み方法： 

広臨技ホームページイベントカレンダーの 10 月

5 日【受講者募集開始日】 

2020 年度広臨技生涯教育講座をクリックした

後、生涯教育追加募集登録からお申し込み下さ

い。URL：https://www.hiroringi.or.jp/  

6．申し込み受付期間： 

令和 2 年 10 月 5 日（月）～10月 19 日（月） 

7．生涯教育点数の付与について：受講後のレポー

ト提出の確認ができた場合、付与します。 

8. お問い合わせ先： syougai@hiroringi.or.jp

（生涯教育委員会専用 E-mail アドレス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年度生涯教育講座（再募集） 

https://www.webex.com/ja/downloads.html
https://www.hiroringi.or.jp/
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昨今の新型コロナウイルス感染症の影響を考慮しまして、WEB での開催を決定致しました！ 

参加方法は事前登録となります。申し込み方法は詳細が決定次第お知らせ致します。 

内容は「一般演題」「R-CPC」の企画を予定しております。 

一般演題の申し込みを延長しております。奮ってご応募下さい。 

 

 

【一般演題募集要項】 

1. 演者氏名（会員番号） 

2. 演題名 

3. 所属施設（部署） 

4. 連絡先（電話番号・メールアドレス） 

5. 発表部門（以下から選択ください） 

【生物化学分析部門・臨床一般部門・輸血細胞治

療部門・臨床微生物部門・染色体遺伝子部門・

臨床血液部門・生理検査部門・病理細胞部門・

総合管理部門】 

 

★演題申し込み締め切り日：令和2年10月30日

（金） 

＜申し込み先・問い合わせ先＞ 

県学会事務局宛 

hamtcongress@hiroringi.or.jp 

  

 

 

 【抄録作成要領】 

 ○ファイル：Microsoft Word（.docxまた

は.doc） 

 ○紙サイズ：A4  

 ○余白  ：上下25mm、左右20mm     

 ○書体・文字サイズ 

    タイトル：MS明朝14ポイント 

    施設、氏名、本文：MS明朝10.5ポイント 

 ○文字数：1,800字程度 

  

★抄録原稿締め切り日：令和2年11月27日（金） 

＜抄録原稿送付先＞ 

【メール】県学会事務局宛 

hamtcongress@hiroringi.or.jp 

【郵送】〒734-8530 

広島市南区宇品神田1丁目5番54号 

 FAX:082-253-0659 

県立広島病院 臨床研究検査科 粟村尚史 

※メールおよび郵送（FAX）にて送信下さい。

 

 

 

 

 

 

 

広報部連絡・専用E-Mail ＜ koho@hiroringi.or.jp ＞ 
速報原稿の送付、広報部へのご意見等をお願いします。 

 

モバイル端末からのメール送信も可能です。 

（次号速報の原稿〆切りは 10月 15日です） 

第 39回広島県医学検査学会（第 3報）  
一般演題申込期限を延長しました 
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